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南側トレンチ調査結果（速報）
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2南側トレンチ位置図（平面図、断面図）

これまでの
Ｆ－６破砕帯トレース

今回評価した
Ｆ－６破砕帯

※破砕帯をEL.3mに投影して表示

hpm1K-Tz

１層 ２層 ３層 細粒石英閃緑岩



3南側トレンチ調査結果（速報、その１）

写真１（南側法面、堆積層）

写真２（Ｆ－６破砕帯付近）

←北西 南東→

・トレンチ南側法面に見られる堆積層は、層相、色調及び
火山灰分析の結果から４つに大別される。

・火山灰分析の結果、１層よりK-Tz火山灰、２層上部より
hpm1火山灰が検出された。

・トレンチ東端付近の基盤岩中に、全体幅が10～40cm
程度の破砕帯が出現した。

これまでの
Ｆ－６破砕帯トレース

今回再評価した
Ｆ－６破砕帯

写真２

写真１

hpm1K-Tz

１層 ２層 ３層 細粒石英閃緑岩

※破砕帯をEL.3mに投影して表示

Ｆ－６破砕帯

←北東

３段目

４段目

５段目

６段目

７段目

８段目

南西→

底盤

K-Tz
hpm1

破砕帯



4南側トレンチ調査結果（速報、その２）

Ｆ－６破砕帯

写真（南側トレンチ底盤）
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・トレンチ東端の破砕帯は、北壁における幅が10～40cm
程度、走向がN8～12W、傾斜が70～72Eである。

・上記特徴及び最新活動時の運動センス（右横ずれ、正断
層センス）がＦ－６破砕帯の特徴と一致していること、
及び既往トレンチからの連続性の観点から、トレンチ東端
の破砕帯をＦ－６破砕帯として評価。

南側トレンチ調査結果（速報、その３）

岩盤

堆積層
（3層）

岩盤

堆積層
（3層）

写真３（北側側壁、トレンチ東端の破砕帯）

底盤

Ｆ－６破砕帯

これまでの
Ｆ－６破砕帯トレース

今回再評価した
Ｆ－６破砕帯

写真３

hpm1
K-Tz

１層

２層

３層

細粒石英閃緑岩
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岩盤

堆積層
（3層）

南側トレンチ調査結果（速報、その４、北壁詳細スケッチ）

礫層（締まっている）
亜角礫主体で礫径１～２０ｃｍ
最大礫径３０ｃｍ

砂礫層（締まっている）
亜円礫主体で礫径０．５～３ｃｍ
最大礫径７ｃｍ

礫層（締まっている）
亜円礫主体で礫径１～２０ｃｍ
最大礫径５０ｃｍ
細粒部は亜円礫主体

幅１０～４０ｃｍ角礫状破砕部
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0 5 10m

Ｆ－６破砕帯

0 5 10m

基盤岩上面

既往トレンチ調査結果

●３，４号炉設置許可申請書のトレンチ展開図に示された基盤岩上面には、Ｆ－６破砕帯を挟んで高度差は認められない。
●３，４号炉設置許可申請書のＦ－６破砕帯北西側側壁及び南東側側壁には、Ｆ－６破砕帯を覆う砂礫層（くさり礫を含む）

に断層による変位変形は認められない。

既往トレンチＦ－６破砕帯スケッチ（北西側側壁基底部）
（３，４号炉設置許可申請書）

既往トレンチＦ－６破砕帯スケッチ（南東側側壁基底部
（３，４号炉設置許可申請書）
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0 5 10m

Ｆ－６破砕帯

0 5 10m

基盤岩上面

写真１、２

地震・津波19-4
（H24.7.17）

P21、P23より抜粋

写真２

写真１

既往トレンチ内破砕帯試料採取状況写真



9南側トレンチ調査結果（速報、その５）

南側トレンチ 南側法面概略スケッチ及び火山灰出現層準
（現在までに分析が完了したもの）

hpm1K-Tz

１層

２層

３層

２層

２層

２層
３層

２層

細粒石英閃緑岩

細粒石英閃緑岩
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南側トレンチ掘削範囲

Ｃ－Ｃ’断面図

今回再評価した
Ｆ－６破砕帯

Ｆ－６破砕帯周辺で実施した群列ボーリング調査の結果、
K-Tz火山灰（約９．５万年前）及びｈｐｍ１火山灰（約２３万年

前）の降灰層準が広く分布していることが認められた。

これまでの
Ｆ－６破砕帯

南側トレンチ調査結果（速報、その６）

Ｄ－Ｄ’断面位置

Ｄ－Ｄ’断面図



11火山灰分析結果の一例（No.40孔、その１）



12火山灰分析結果の一例（No.40孔、その２）



13火山灰分析結果の一例（No.52孔）



14火山灰分析結果の一例（S10）



15普通角閃石の主成分分析結果（No.7_6.45m）



16普通角閃石の主成分分析結果（No.52_9.5m）



17カミングトン閃石の主成分分析結果（No.7_6.45m）



18カミングトン閃石の主成分分析結果（No.52_9.5m）



MT-1：ハ-1 N6W/74E
水平方向 水平方向

0.5mm3cm

水平方向

0.5mm
断層面の状況

断層面の状況 断層面の走向

条線の方向（0゜）

模式断面
a a’

条線方向

コメットマーク

a a’

右横ずれセンス

南側トレンチ調査結果（速報、その７）

試料採取位置

←北西 南東→

Ｆ－６破砕帯
MT-1：ハ-1

19



20南側トレンチ調査結果（速報）のまとめ

【南側トレンチ調査結果（速報）】
・トレンチ東端に細粒石英閃緑岩中の幅10～40cmの角礫状破砕部（北壁：
N8～12W/70～72E）として出現し、Ｆ－６破砕帯の走向に一致。

・最新活動時の運動センスは右横ずれ・正断層センス、その周辺には左横
ずれセンスも認められ、山頂トレンチのＦ－６破砕帯の性状と類似している。

・Ｆ－６破砕帯は、ｈｐｍ１火山灰（約２３万年前）の降灰層準を含む地層に
変位変形を及ぼしておらず、少なくとも後期更新世以降活動していないこと
を確認した。


